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明らかな症状がないと「健康だ」と思い込んでしまいがちですが、
生活習慣病の多くは、自覚症状がないまま進んでしまうもの。
でも、健診を受ければ、「病気の芽」を見つけることができます。
あなたの大切な人も誘って、健診で今のからだの状態をチェック
しましょう。

”一緒に健診
受けよう！“ いいよ♪

がん検診も受けましょう
日本の死亡原因1位は、男女ともにがん。特に女性は男性に比べ、乳が

ん・子宮がんなど比較的若いうちからかかる人が多く、もっとも罹患率

の高い乳がんは11人に１人＊ともいわれています。しかし、がんは早期

発見できれば治る確率も高く、決してこわいものではなくなっています。

健康保険組合の婦人科オプションや、自治体のがん検診などを利用して、

ぜひ定期的に受ける習慣をつけましょう。

健診後も大切です
●「要精密検査」「要治療」のお知らせを
　もらった
　病気がかくれている可能性があります。　
なるべく早く受診しましょう。
●「要再検査」のお知らせをもらった
　問題があるか判別するための検査です。
自覚症状がなくても必ず受けましょう。
●「特定保健指導」のお知らせをもらった
　今なら生活習慣の改善で病気が予防でき
ます。このチャンスを活用しましょう。
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貧血
貧血だけではなく、婦人科疾患（子宮筋腫に
よる過多月経など）や、消化器系からの出血
（大腸がんなど）がわかることも多い。

肝臓の働き
食べすぎやアルコールによる肝機能低下がわ
かる。異常値だとウイルス性肝炎や、お酒を
飲まなくてもかかる「非アルコール性脂肪肝
炎」の可能性もある。

脂質異常
心筋梗塞や脳梗塞などのリスクがわかる。
お酒やお菓子が好きな人は異常値が出ること
もあるので要注意。

肥満度
基準値以上ならメタボの可能性、基準値内で
も「隠れ肥満」の可能性がある。20歳のとき
から10kg以上体重が増えた人は要注意。

腎臓の働き
異常値の場合は慢性的に腎臓のろ過機能が
低下している可能性が高い。自覚症状なく進
行することが多いため、早期発見・治療が重
要。

糖尿病
糖尿病・糖尿病予備群であるかがわかる。
妊娠中に血糖値が高くなった人は、将来糖尿
病になりやすいので、特に注意が必要。

血圧
脳卒中や心臓病などの発見の手がかりに。
若い頃低血圧だった人も、気づかない間に血
圧が上がっている可能性がある。
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